沼津市立病院未収金回収業務委託　契約候補者選定委員会設置要領
（プロポーザル方式）
令和６年４月２日事務局長決裁
（設置）

第１条　沼津市立病院未収金回収業務委託の契約候補者を選定するため、沼津市立病院未収金回収業務委託契約候補者選定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
（所掌事務）

第２条　委員会は、契約候補者の選定に関し、次に掲げる事務を所管する。

（１）実施要領、評価項目及びその配点並びに最低基準の設定及びその点数について検討し、
病院長に報告すること。
（２）評価項目により参加者の提案を点数化して評価を行い、病院長に報告すること。

（３）その他契約候補者の選定について必要な事項を検討し、病院長に報告すること。
（組織及び任務）

第３条　委員会は、委員長、委員をもって組織する。

２　委員長は、事務局長をもって充てる。
３　委員は、病院管理課長、医事課長、医事課長補佐、医事係長、地域医療係長、未収金担当者
　　をもって充てる。
４　委員長は、必要と認めるときは、関係者を委員に指名することができる。
５　委員長は、会務を総理する。
６　委員長が欠けた場合又は、委員長に事故があるときは、病院管理課長が職務を代理する。
（任期）

第４条　委員の任期は、この要領の施行の日から契約を締結する日までとする。
（会議）

第５条　委員会の会議は、委員長が招集しその議長となる。

２　委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。
（事務局）

第６条　委員会の事務は、沼津市立病院医事課が行う。
（補則）

第７条　この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に
諮って定めるものとする。
付　則

この要領は、決裁の日から施行する。

